
「自然災害伝承碑の地図化を通じた
災害教訓の周知・普及」の取組

「自然災害伝承碑」とは？

 過去に発生した津波、洪水、火山災害、土砂災害等の自然災害に係る事柄（災害の
様相や被害の状況など）が記載されている石碑やモニュメント。

 これら自然災害伝承碑は、当時の被災状況を伝えると同時に、当時の被災場所に建て
られていることが多く、それらを地図を通じて伝えることは、地域住民による防災意識の向
上に役立つものと期待されます。

新たに制定した地図記号
「自然災害伝承碑」を地図
に掲載し、かつて自然災害

が発生した地域であることを
示します。

自然災害伝承碑
（復興記念：長野県松川町） ※画像はイメージです。

国土地理院では、令和元年度から災害教訓の伝承に関する地図・測量分野からの貢献とし
て、過去の自然災害に関する石碑やモニュメントなど「自然災害伝承碑」を地形図等に掲載し
ていきます。これにより、過去の自然災害の教訓を地域の方々に適切にお伝えするとともに、教
訓を踏まえた的確な防災行動による被害の軽減を目指します。

取組目的

1

国土地理院では、令和元年６月から「地理院地図」において、全国各地に建立されている
自然災害伝承碑に関する情報（位置や伝承内容など）を公開しています。

表示イメージ

アイコンをクリック
すると碑名や災害名
が表示

※自然災害伝承碑を示すアイコン

写真をクリックする

と伝承内容や拡大写
真が表示



長野県内の「自然災害伝承碑」登録状況

須坂市（1基）
宇原川土石流災害
(1981年8月23日)

木曽町（1基）
御嶽山の噴火（2014年9月27日）

飯島町（1基）
未の満水

（1715年6月（旧暦））

松川町（1基）
昭和36年梅雨前線豪雨

（三六災害：1961年6月）

＜問い合わせ先＞ 国土地理院 関東地方測量部 防災課：住谷（すみや）・阪上（さかがみ）
Tel：03-5213-2071 e-mail：gsi-denshou-kt@gxb.mlit.go.jp

長野県内では、11基の「自然災害伝承碑」を登録し、国土地理院HP（「地
理院地図」）から公開しています。

現在、発災から60年となる三六災害（1961年6月）の碑について、関係す
る市町村等と協力し、本年6月公開に向けて調整を行っています。

 「自然災害伝承碑」に関わる情報、申請に関して相談がありましたら、下記
担当まで連絡をお願いします。

王滝村（3基）
長野県西部地震（1984年9月14日）
御嶽山の噴火（2014年9月27日）

南木曽町（4基）
土石流(1844年7月12日)
土石流(1953年7月20日)

昭和44年台風7号(1969年8月5日)
土石流(2014年7月9日)

全国での登録数
47都道府県
257市区町村
861基

（令和３年３月10日現在）
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